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目標

がん患者やその家族が抱える仕事と

治療の両立についての不安が軽減され

ている

がんの治療を受けながら、働き続けられる環境だと思う
（H29）

増加

がん患者が働くことが可能で、働く意欲

のあるがん患者は安心して働くことが

できる

がんと診断され、検査や治療が進む中、仕事の継続に対す

る事業主の理解・支援が受けられた （H29）
増加

事業所と医療機関、県、国（労働局等）

の有機的な連携が一層推進している
仕事と治療の両立支援体制のある事業所の割合

（H28）
増加 職場環境調査

がん患者に仕事と治療の両立について

の必要な情報を提供できている

がんで初めて治療・療養したとき、一定期間（連続して3カ月

以上）仕事を休み、復職、復帰した （H29）
増加 ならのがんに関する患者意識調査

就労相談の実施回数、利用者数
27回/40人

（H28）
増加

情報交換会の実施回数
１回

（H29）
継続実施

医療従事者の研修会実施回数
１回

（H28）
増加

リーフレットの配布部数 － 増加

就労相談窓口の認知度
（H29）

増加

就職相談窓口の認知度
（H29）

増加

就職相談の実施回数、利用者数
27回/30人

（H28）
増加 奈良県調べ

がん患者の治療と仕事の両立支援体

制の整備
職場環境調査の実施結果の公表

H25、H28

公表すみ
実施、公表 －

「奈良県社員・シャイン職場づくり推進事業」のがん治療と仕

事の両立支援企業登録数

3件

（H28）
増加

情報発信した好事例の企業数 増加

最終目標 医療の質が向上している 5年相対生存率
増加

(12年後評価)
がん登録（奈良県）

がん登録データの精度が向上し、デー

タを有効活用している

DCN:死亡情報で初めて把握された症例

DCO:死亡情報のみの症例

MI比:死亡/罹患比

9.6％

6.3％

（H25)

減少 がん登録（奈良県）

地域でがん登録データが活用しやすい

体制ができている
データ活用の件数 増加 奈良県調べ

県民が、全国がん登録について正しい

理解が進んでいる
がん登録の認知度

14.4％

（H29）
増加

がん登録に基づいた適切な情報を得る

ことができている
がんの病態や統計データ等の情報が不十分である

31.7％

（H29）
減少

全国がん登録オンラインシステムでの申請可能な医療機関

数

44医療機関

（H29.10 ）
増加

研修参加医療機関数

35医療機関

44人

（H29度）

増加

各種分析及び評価の結果の公表
3年以内に

段階的に公表

検討結果を公表
2年以内に

公表

審議会の開催回数 実施 奈良県調べ

検討結果の公表
2年以内に

公表

「がんネットなら」ページビュー数
69,241件

増加

チラシ配布数 増加

奈良県調べがん登録の精度向上

がん登録データ等を活用したがん対策

の検討・実施

奈良県調べ

データを活用した情報提供等

施策目標

奈良県調べ
就労を含めた社会的な問題等の情報

提供の充実

施策目標

４がん登録

ならのがんに関する患者意識調査

中間目標

ならのがんに関する患者意識調査

奈良県調べ

がん患者の治療と仕事の両立等の相

談支援体制の充実

最終目標

現状値

（基準値）

ならのがんに関する患者意識調査

中間評価

目標値 出典
分野

　（２）がん患者の就労を含めた社会的な問題

分野別目標
指標

事前 事後 向上率

早期発見すれば、がんは治りやすい
％ ％ ％

がん検診を受けられる年齢になったら検診を受けようと思

う ％ ％ ％

がんになっている人も過ごしやすい世の中にしたい
％ ％ ％

がんと健康について、まずは身近な家族から語ろうと思う
％ ％ ％

将来、たばこは吸わないでいようと思う
％ ％ ％

中学校、高等学校において、がん教育

教材を使用したがん教育が実施できて

いる

中学校、高等学校のがん教育の実施率

　・中学生

　・高校生

増加
がんの教育実施状況調査

(文部科学省)

小学校において、「奈良県がんと向き合

う日」を活用し、がんに関する啓発がで

きている

啓発用リーフレットを活用したがんに関する啓発の実施率 増加
がんの教育実施状況調査

(文部科学省)

中学校・高等学校におけるがん教育の

充実、推進

中学校・高等学校におけるがん教育の実施率

　・中学校

　・高等学校

増加
がんの教育実施状況調査

(文部科学省)

小学校（高学年）におけるがんに関す

る啓発活動
小学校におけるがんに関する啓発の実施率 増加 奈良県調べ

がん教育の普及啓発の推進 教員を対象としたがん教育に関する研修会の実施回数 維持 奈良県調べ

がん対策全般に関する普及啓発の推

進
「がんネットなら」ページビュー数 増加 奈良県調べ

－

(調査中)

1回

（H28)

69,241件

（H28）

施策目標

向上率の向上

又は維持

中学生、高校生におけるがんに関する

知識の向上
最終目標

74.4％

64.1％

（H28）

74.4％

64.1％

（H28)

５がん教育・普及啓発

がんの教育実施状況調査

(文部科学省)

＊現状値（基準値）は、第2期計画の

間にモデル校の生徒（中学生・高校

生）を対象に行った「がんの教育実施

状況調査（文部科学省　H26 ～29

年）」の平均値

中間目標
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資料３ 第 期奈良県がん対策推進計画の策定経緯

 
年 月 日 内 容

平成 年 月 日 第 回がん患者等支援部会

・第２期計画の進捗状況の確認
・次期計画 骨子、全体目標の検討
・分野別施策（案）、個別目標の検討
［相談支援及び情報提供、がん患者の就労を含めた社会的な問題］

平成 年 月 日 第 回がん教育推進会議

・平成２９年度「がん教育総合支援事業」について
（小学生用資料の作成、外部講師の活用、小・中・高の系統性 等）

・教職員啓発のための講習会・研修会について

平成 年 月５日 第 回がん登録部会

・第２期計画の進捗状況の確認
・次期計画 骨子、全体目標の検討
・分野別施策（案）、個別目標の検討［がん登録］

平成 年 月 日 第 回がん医療部会

・第２期計画の進捗状況の確認
・次期計画 骨子、全体目標の検討
・分野別施策（案）、個別目標の検討
［がん医療の充実、がんと診断された時からの緩和ケア、地域連携］

平成 年 月 日 第 回がん対策推進協議会

・第２期計画の進捗状況の確認
・次期計画 骨子、全体目標の検討
・分野別施策（案）、個別目標の検討

平成 年 月 日 第 回がん教育推進会議

・「がん教育教材作成ワーキング会議」の進捗状況について
（小学生用資料の作成、外部講師の活用、小・中・高の系統性 等）

・「奈良県がん対策推進計画（第２期・第３期）がんの教育」について

平成 年 月 日 第２回がん患者等支援部会

・次期計画（素案）の検討
［相談支援及び情報提供、がん患者の就労を含めた社会的な問題］

平成 年 月 日 第 回がん医療部会

・次期計画（素案）の検討
［がん医療の充実、がんと診断された時からの緩和ケア、地域連携］

平成 年 月 日 第 回がん登録部会

・次期計画（素案）の検討［がん登録］

平成 年 月 日 第 回がん予防対策推進委員会

・分野別施策、個別目標の検討［がん予防、がんの早期発見］

平成 年 月 日 第 回がん対策推進協議会

・次期計画（素案）の検討

平成 年 月 日 第 回たばこ対策推進委員会

・分野別施策、個別目標の検討［がん予防］

平成 年 月 日

～平成 年 月 日
パブリックコメント実施
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年 月 日 内 容

平成 年 月 日 第 回がん教育推進会議

・平成２９年度「がん教育総合支援事業」について
・「奈良県がん対策推進計画（第２期・第３期）がんの教育」について

・平成３０年度「がん教育総合支援事業」について

平成 年 月 日 第 回がん医療部会

・パブリックコメントを受けて、次期計画（案）の最終調整
［がん医療の充実、がんと診断された時からの緩和ケア、地域連携］

平成 年 月 日 第 回がん登録部会

・パブリックコメントを受けて、次期計画（案）の最終調整［がん登録］

平成 年 月 日 第 回がん患者等支援部会

・パブリックコメントを受けて、次期計画（案）の最終調整
［相談支援及び情報提供、がん患者の就労を含めた社会的な問題］

平成 年 月 日 第 回たばこ対策推進会議

・平成 年度たばこ対策の取組成果について
・平成 年度たばこ対策の予算案について
・平成 年度の受動喫煙防止対策について

平成 年 月 日 第 回がん予防対策推進委員会

・次期計画（案）について報告［がん予防、がんの早期発見］

平成 年 月 日 第 回がん対策推進協議会

・平成 年度の取組実績及び平成 年度の計画（案）について
・第３期奈良県がん対策推進計画の策定について
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